
当会が地域事務局を担っているものづくり補助金に採択された会員組合員企業の
経営トップの経営方針や未来への想いなどを紹介しております。
当コーナーが企業間連携や異業種交流へと繋がることを期待します。
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　当社は、私の父である初代社長の菊

池昭夫が、直接通電熱加工の実用化

を目指して平成2年に設立しました。

　父は、以前在籍していた日立粉末

冶金（株）（現　日立化成（株））で昭和

60年に通電焼結技術と出会い、その

可能性に着眼、昭和61年より装置製

作を開始して昭和63年に1号機を試

作、さらに適合材料に関する研究を

重ね、会社設立に至ったのです。

通電焼結技術とは、金属などの粉末

素材に通電による加熱とプレスでの

加圧を同時に行い成型加工する冶

金工法のひとつですが、当時はコン

ピュータが発達し始めた時期で、そ

れまで困難だった加熱・加圧の制御

が可能となったことで開発に取り組

んだようです。

　しかし、創業当初は経営基盤が整っ

ていないこともあり、また、補助金を

活用するにしても自己資金が必要と

なるため、自動車部品や建築金物の溶

接、プレスなど現在の事業とは全く異

なる下請仕事を受注し、徐々に通電焼

結の研究開発を進めていきました。

　現在は、一般的な通電焼結法に弊

社独自の画期的な特許技術を使用し

た通電熱加工装置「PLASMAN（プラ

ズマン）」を中心に、研究室レベルか

ら量産レベルまでの通電焼結設備の

開発・販売を行っています。

　設立当初から通商産業省（現　経

済産業省）の補助金を受けたり、色々

な研究プロジェクトに参加したりし

て技術を高めて行きましたが、大き

なきっかけは東広島市へ移転したこ

とによります。平成12年に私が会社

を引き継ぎ、新たな展開を模索する

中で、平成13年に東広島市の広島テ

クノプラザへ移転しました。広島テ

クノプラザは広島大学が近く、また

国の研究機関である独立行政法人産

業技術総合研究所（産総研）などの公

的研究機関や研究施設なども多く集

積し、研究開発に最適な立地です。

　平成に入ってから通電技術が注目

されるようになったこともあり、広
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島大学でも研究開発のプロジェクト

が開始されていました。当社も大手

産業メーカーや有力企業に交じって

もプロジェクトの一員として装置の

研究開発へ参加することができ、そ

こでの経験や出会いから当社にとっ

ての転機が訪れたのです。

　通電焼結研究会の講演が広島県立

西部工業技術センターで開催された

際、産総研中部センターの研究者と

話をする機会を得られ、「試しに装置

を使ってみよう」ということになり

ました。そして、製品を納入した先の

研究所で、当社技術の成長発展を支

えた研究グループリーダーと出会う

きっかけを得られました。

　当時は当社製品も出来上がった

ばかりで、私達自身もまだまだ改善

の余地があると感じておりました。

しかし、それを大きく上回る情熱と、

次から次にいただく製品への改善要

望を受けて、試行錯誤を繰り返し、と

にかく必死に食らいついていくこと

で、飛躍的に製品改良が進みました。

困難な状況でもこの技術を向上する

ためには引かない、「通電焼結技術を

極める」と言う気持ちは、当社が創業

から培ってきたものです。

　さらに、並行して、学会や論文を通

じて大学教授の研究内容と当社製品

の情報が拡散したことで、新たなプロ

ジェクトの話も舞い込むようになる

など、人と人のつながりが連鎖した事

も開発に成功した要因だと思います。

　通電焼結技術が着目され25年程

経過し、同業他社は世界で12社、国

内でも6社と増えてきましたが、一

般の人々にはほとんど知られていな

いのが実情です。今後は通電焼結技

術の認知度を高め、何十年か後には

一般的な技術とすることが目標です

が、現状は展示会へ出展するのも人

手も資金も足らない状態で、企業と

しての基礎体力を強化していくこと

が喫緊の課題と認識しています。

　また、日本の製造業の競争力を高

めるためにも、研究開発に力を入れ

ている国内企業への製品納入を強化

するとともに、内燃機関から電気へ

と変わる自動車分野において、レア

アースやレアメタルなどを代替す

る、通電焼結技術ならではの複合素

材による新素材開発に注力し、新た

な業界へ参入していきたいと思いま

す。
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